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全国 ESD･SDGs 自治体会議から考える高畠町の取り組み 
 
                       山形県高畠町 教育長 丸山 信也 
 
 高畠町と立教大学は、以前より有機農業を中心に様々な交流を官民レベルで進めており、
そのご縁もあり、今年度も「全国 ESD・SDGs 自治体会議」に参加させていただきました。 
 昨年度に引き続き 2 回目の参加となった今回は、ESD に加え SDGs を推進する自治体な
どの事例報告もあり、全国各地の先進的で特色のある取り組みを学ばせていただく貴重な
機会となりました。 
 はじめに本町の ESD に関連する取り組みを少し紹介させていただきます。 


















の 1 つとして SDGs の取り組みが全国的に広がっております。そして、ESD は SDGs のエ
ンジンとなる大変重要な取り組みであると言われております。 
 本町におきましても人口減少や少子高齢化はたいへん大きな課題であります。これらの




スタートした「第 6 次高畠町総合計画」では SDGs を意識した持続可能なまちづくりを進
めていくとしております。 
 しかしながら、SDGs や ESD の認知度や理解度は、まだまだ深まっていないというのが
現状です。まずは行政、教育現場、地域など各分野のつながりをつくり、共に学びあい、行
動するというところから取り組みを広げていければと思っております。 
 全国 ESD･SDGs 自治体会議は、自分たちの取り組みを再認識することができ、他自治体
の事例を知ることで更に新しい行動につなげるためのヒントがみつかる貴重な場であると
感じております。このつながりを大切に、今後も様々な地域と交流し、お互いに学びあいな
がら持続可能なまちづくりを行っていきたいと考えております。 
 
  
